
4回 17項目 137分間 ホームページで

公明党　川岡

　松井新知事のもとで、初めての本格的な
議会を迎え、川岡は大阪の新時代を切り拓
くため、計 4 回、17 項目、137 分間
に及び、広範囲にわたる質疑応答に全力
で取り組みました。
　詳細は、川岡のホームページにおいて
ビデオの議会中継がご覧いただけます。
ぜひともご覧ください。

緊急地震速報受信システム
三大水門などの津波安全対策
避難場所確保と夜間の避難誘導
夜間照明や停電時の地下鉄からの避難
医療情報やお薬手帳について

自殺者を多く出すうつ病対策
関西イノベーション総合特区の PR
大阪府としての今後のエネルギー対策
新時代　新産業の人材育成
あいりん総合センターの今後のあり方

再生エネルギーへの取り組みと情報発信
林業の再生とスモールビジネス
大阪湾や漁場環境の改善について
大阪産（もん）の 6 次産業化
みどりの風促進区域への企業参加
梅田ミツバチプロジェクト

食に関する人材育成の取り組み
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　松井知事に、今こそ「天下の台
所」と言われた食文化を支える人
材を育てていくべきとの質問をい
たしました。

　大阪の農業、漁業、林業、そし
て都市環境にいたるまで、ほぼす
べてに関連して質問しました。

　大阪を今からどのようにして活
性化していくかという視点で質問
しました。

　安心安全の確保のため、東南海
地震対策の具体的な質問をしまし
た。

要望　火災被害の軽減めざせ

■議会を終えて
　3.11 以後、東南海地震が起きた場合、津波は想定の倍である 6m となるため、できる限りの対応を早急
に行うよう取り組んでまいりました。西成区のあいりん労働福祉センターは、国・大阪府・大阪市の三重
行政の施設です。今後のまちづくりを含め、議論を進めるべきと考えます。関西イノベーション総合特区
の推進や「天下の台所」としての「食の大阪」を再構築するべきと主張しました。
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